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東
タ
築
（
舘
正
和
理
事
長
）

で
は
、
組
合
恒
例
の
新
年
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
と
新
年
賀
詞
交
歓

会
を
平
成
２６
年
１
月
７
日（
火
）

に
新
年
挨
拶
回
り
で
多
忙
の
な

か
元
気
よ
く
開
催
い
た
し
ま
し

た
。ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、
墨
田

区
・
都
立
向
島
百
花
園
近
く
に

あ
る
「
ア
イ
ビ
ー
ボ
ウ
ル
向

島
」
で
行
な
い
、
ボ
ウ
ラ
ー
３５

人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

老
若
熟
？
男
女
が
豪
華
賞
品

を
か
け
て
大
熱
戦
の
末
、
男
子

の
部
で
は
㈲
梅
本
タ
イ
ル
の
梅

本
行
伸
さ
ん
、
女
子
の
部
で
も

梅
本
タ
イ
ル
の
梅
本
奈
歩
さ
ん

が
優
勝
さ
れ
、
親
子
制
覇
さ
れ

ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
場
所
を
変

え
て
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の

眺
望
が
す
ば
ら
し
い
東
部
レ
バ

ン
ト
ホ
テ
ル
で
新
年
賀
詞
交
歓

会
を
開
催
し
、
新
年
会
の
み
の

参
加
者
合
せ
て
４０
名
で
心
ゆ
く

ま
で
歓
談
し
、
今
年
こ
そ
業
界

の
景
気
が
良
く
な
る
こ
と
を
祈

念
し
熱
気
あ
ふ
れ
る
宴
と
な
り

ま
し
た
。

（
事
務
局
・
記
）

平
成
２６
年
２
月
３
日
（
月
）

に
は
、
高
幡
不
動
の
恒
例
の
節

分
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

毎
年
役
員
と
年
男
（
組
合

員
）
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
す

が
、
仕
事
の
都
合
で
参
加
で
き

な
い
方
も
い
て
、
写
真
の
６
名

で
の
参
拝
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
景
気
回
復
と
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
期
待
感
が
重
な
り
、

年
男
は
数
年
来
の
最
高
の
人
数

と
な
り
、
参
拝
者
が
門
前
町
か

ら
京
王
線
・
高
幡
不
動
駅
ま
で

列
を
な
し
、
境
内
は
入
場
制
限

と
な
っ
て
去
年
に
続
き
大
盛
況

の
節
分
祭
と
な
り
ま
し
た
。

年
男
年
女
と
し
て
女
優
の
早

見
優
さ
ん
、
山
口
も
え
さ
ん
、

安
め
ぐ
み
さ
ん
、
ミ
ス
日
本
等

の
美
女
た
ち
に
囲
ま
れ
、
一
緒

に
業
界
の
発
展
、
組
合
員
の
皆

様
の
健
康
、
安
全
を
祈
願
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
杯
飲
ん
で
く
つ
ろ
い
で
い

る
写
真
は
、
東
タ
築
・
金
澤
副

理
事
長
、
同
・
森
井
副
理
事

長
、
室
本
事
務
局
長
、
㈲
み
の

り
工
匠
・
佐
瀬
氏
、
城
西
の
㈲

加
藤
商
店
・
加
藤
社
長
、
荒
井

タ
イ
ル
・
荒
井
社
長
と
特
別
参

加
の
皆
様
で
す
。

（
事
務
局
・
記
）

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
＆
新
年
会
で
盛
り
上
が
る
！

恒
例
の
高
幡
不
動
「
節
分
会
」

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組
合

大盛況の高幡不動

第２０４号
年男も交えて豆まきだー！
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東京都新宿区市谷田町

２丁目２９番地
�０３－５２２５－６４６６
�０３－５２２５－６４７７
東京都タイル煉瓦
工事工業協同組合内

東京都タイル煉瓦
工事業組合連合会参加者の皆さん

も
の
つ
く
り
大
学
（
梅
原
猛

総
長
）
は
、
「
基
本
的
技
能
と

『
も
の
つ
く
り
魂
』
を
基
盤
に

据
え
、
そ
こ
に
科
学
・
技
術
の

知
識
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を

加
え
、
新
時
代
を
切
り
拓
く
感

性
と
倫
理
観
を
備
え
た
人
材
の

育
成
を
目
指
し
て
」
埼
玉
県
行

田
市
に
設
立
さ
れ
、
２
０
０
１

年
４
月
に
開
学
し
た
。

こ
こ
で
は
実
学
を
重
視
し
、

従
来
の
よ
う
に
理
論
か
ら
入
る

の
で
は
な
く
、
ま
ず
現
実
に
も

の
に
接
し
、
も
の
の
命
を
体

感
、
体
得
し
、
そ
こ
か
ら
問
題

を
発
見
し
、
自
ら
そ
の
解
決
方

法
を
見
出
し
、
自
ら
企
画
し
て

製
作
す
る
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を

大
切
に
す
る
。
そ
の
た
め
、
従

来
の
理
工
科
系
大
学
と
は
全
く

発
想
を
変
え
、
多
く
の
実
習
の

科
目
と
長
期
間
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
も
の
づ
く

り
」
を
通
し
て
自
己
実
現
で
き

る
パ
イ
オ
ニ
ア
を
育
成
す
る
、

も
の
つ
く
り
大
学
は
、
現
在
、

１
学
部
（
技
能
工
芸
学
部
）
２

学
科
（
製
造
学
科
・
建
設
学

科
）
を
有
し
、
１
〜
４
年
ま
で

約
１
０
０
０
人
の
学
生
が
在
籍

し
、
建
設
学
科
に
は
約
５
０
０

人
の
学
生
が
学
ぶ
。

建
設
学
科
の
学
び
の
ポ
イ
ン
ト

１
・
２
年
次
で
、
建
設
に
お

け
る
す
べ
て
の
分
野
の
基
礎
を

学
ぶ
。
幅
広
い
力
を
身
に
つ
け

る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
経
験

を
積
ん
だ
こ
と
が
、
将
来
の
進

路
を
決
め
る
う
え
の
多
様
な
選

択
肢
に
つ
な
が
る
。
授
業
の
約

７
割
が
実
習
・
演
習
お
よ
び
設

計
で
占
め
ら
れ
、
指
導
す
る
の

は
実
務
経
験
豊
富
な
教
授
陣
と

各
界
一
流
の
技
術
者
な
の
で
、

よ
り
実
践
的
な
力
の
習
得
が
可

能
。
３
年
次
か
ら
は
「
木
造
建

築
」「
都
市
・
建
築
」「
仕
上
・
イ

ン
テ
リ
ア
」「
建
築
デ
ザ
イ
ン
」

の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
が
用
意
さ

れ
、
履
修
モ
デ
ル
を
参
考
に
す

る
こ
と
で
、
将
来
像
に
合
わ
せ

た
専
門
性
の
高
い
知
識
を
集
中

的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

左
官
・
タ
イ
ル
基
礎
お
よ
び
実

習
建
設
学
科
の
１
年
次
（
１
４

４
名
う
ち
女
性
１２
名
）に
は「
左

官
・
タ
イ
ル
基
礎
お
よ
び
実

習
」
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て

組
ま
れ
て
お
り
、
授
業
の
目
的

・
概
要
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

【
授
業
の
目
的
・
概
要
】

「
ぬ
る
」
こ
と
は
湿
式
仕
上
の

基
本
で
あ
り
、
主
に
左
官
関
連

の
技
法
を
通
し
て
下
地
と
仕
上

の
関
係
、
様
々
な
仕
上
の
技
法

を
習
得
す
る
。
ま
た
、
種
々
の

材
料
や
工
法
を
比
較
し
な
が

ら
、
風
土
と
の
関
係
で
仕
上
の

意
味
を
理
解
し
、
材
料
の
歴

史
、
工
法
に
適
し
た
材
料
の
選

定
な
ど
に
関
し
て
理
解
を
深
め

る
。
こ
こ
で
は
、
セ
メ
ン
ト
モ

ル
タ
ル
塗
り
を
主
と
し
た
鏝
塗

り
作
業
と
タ
イ
ル
張
り
施
工
法

を
体
験
し
学
習
す
る
。
本
実
習

は
、
モ
ル
タ
ル
試
験
や
引
張
試

験
を
通
し
て
、
左
官
作
業
の
み

に
留
ま
ら
ず
、
品
質
管
理
の
分

野
に
ま
で
お
よ
び
、
施
工
管
理

の
手
法
を
学
ぶ
も
の
で
あ
る
。

専
門
実
技
講
師
に
よ
る
集
中
授

業
！指

導
に
あ
た
ら
れ
る
の
は
、

建
設
学
科
・
三
原
斉
教
授
、
大

島
博
明
教
授
、
長
谷
川
正
幸
教

授
の
ほ
か
、
こ
の
講
座
に
協
力

し
て
い
る
（
一
社
）
全
国
タ
イ

ル
業
協
会
（
全
タ
協
）
か
ら
推

薦
さ
れ
た
次
の
三
氏
が
非
常
勤

講
師
と
し
て
、
タ
イ
ル
実
習
の

実
技
指
導
を
担
当
さ
れ
る
。

・
㈲
金
澤
タ
イ
ル
工
業
所
代
表

取
締
役
金
澤
久
雄
氏

・
㈱
愛
知
代
表
取
締
役
瀧
山
有

二
氏

・
㈱
中
村
代
表
取
締
役
中
村
功

史
氏

「
タ
イ
ル
張
り
実
習
」
が
行
な

わ
れ
た
の
は
、
２
０
１
４
年
１

月
６
日
（
月
）、７
日
（
火
）、１６

日
（
木
）
の
３
回
で
、
１
年
生

約
１
３
０
名
を
３
ク
ラ
ス
に
分

け
て
午
後
の
２
時
限
の
授
業
と

し
て
、
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
実
習
棟

に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。
ま
た

今
回
は
講
師
補
佐
と
し
て
、
昨

年
度
の
技
能
五
輪
タ
イ
ル
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
矢
沢
翔
子
氏
も
参

加
さ
れ
た
。

学
生
た
ち
は
、
そ
の
多
く
が

初
め
て
タ
イ
ル
張
り
を
体
験
す

る
た
め
、
実
技
講
師
の
模
範
実

演
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
な
が

ら
、
モ
ル
タ
ル
混
錬
か
ら
タ
イ

ル
の
切
断
加
工→

墨
だ
し→

下

塗
り→

張
付
け
モ
ル
タ
ル
塗
り

→

タ
イ
ル
張
り→

目
地
清
掃
ま

で
、
既
に
打
設
し
て
あ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
壁
に
４
〜
５
人
の
班

別
に
分
か
れ
て
共
同
作
業
で
タ

イ
ル
張
り
作
業
に
取
組
ん
だ
。

実
技
指
導
に
あ
た
ら
れ
た
三

人
の
タ
イ
ル
技
能
士
さ
ん
は
、

い
ず
れ
も
施
工
指
導
に
十
分
な

キ
ャ
リ
ア
を
有
す
る
ベ
テ
ラ
ン

で
、
実
技
の
授
業
が
散
漫
に
な

ら
な
い
よ
う
上
手
に
学
生
た
ち

の
興
味
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
安

全
な
施
工
を
強
調
し
て
、
タ
イ

ル
張
り
が
完
成
に
至
る
ま
で
熱

心
に
指
導
さ
れ
て
い
た
。

■
も
の
つ
く
り
大
学

埼
玉
県
行
田
市
前
谷
３
３
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
４
８
・
５
６
４

・
３
２
０
０
（
代
表
）

話
題

か
ら東

タ
築
・
金
澤
氏
、東
タ
協
・
瀧
山
氏
が
講
師
と
し
て
協
力

も
の
つ
く
り
大
学
に
お
け
る

「
タ
イ
ル
張
り
実
習
」の
充
実

③タイル張り ①モルタル混錬

②下地コンクリートへのモルタル塗布④実習完成

も
の
つ
く
り
大
学

タイル張り技能検定１・２級
平成２６年度実施計画（日程）
受験申請受付４／７（月）～４／１８（金）
・事務局受付３／２０（木）～４／１６（水）
実技試験日 ８月７日（木）８日（金）
（於職業能力開発センター板橋校）
学科試験日９／７（日）（於未定、ハガキで通知）
合格発表 １０／３（金）

※受付期間が短いので、お早めにお申し込み下さい。

申込先・東タ連事務局�０３－５２２５－６４６６
ＦＡＸ０３－５２２５－６４７７ 講師陣：左端が金澤氏、右端が瀧山

氏、その隣が指導教授の三原先生

（４）平成２６年３月１５日東 タ 連 広 報第２０４号


